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CON T EN T S

　情報入試研究会が設立されたのは，2012 年 3 月 3 日のことであった．

　2003 年度には高等学校の教科として「情報」が設置されていた．この教科は，これからの情報社会で生きていく

上で不可欠な情報および情報技術に関しての知識・技能を学ぶために設置されたにもかかわらず，高等学校教育の中

で継子扱いされ，社会的にもその科目の存在さえ知られていない状況にあったし，大学入試センター試験にも含まれ

ず，入学試験科目とする大学も片手ほどしかなかった．

　情報入試研究会は，この状況を打破するべく，関係者がともに認める適正な範囲・内容・水準を持った試験問題・

試験方式を構築し，もって情報教育の達成度合いを正しく評価できる体制を整備することを目的として有志で結成し

たものである．そこでの活動の中で得られた知見は，本会の研究会・シンポジウム・全国大会で発表し，note に記し，

会誌の記事や論文誌等の論文として残すことに努めてきた．これらはすべて情報入試研究会の Web ページ ☆ 1 にブ

ログとして記録してある．

　2016 年までに 4 回の全国模擬試験を独自に企画し実施した．また，情報科担当教員の配置が進んでいないことを

データとして示したし，担当する教員の研修機会，情報科教員を目指す教職過程の学生との交流機会，中高生の情報

学研究コンテストなども本会の下に設けてきた．

　高大接続改革によって大学入試センター試験が大学入学者選抜共通テストに変わり思考力・判断力・表現力を問う

ことになった．その準備としての文部科学省委託事業「情報学的アプローチによる『情報科』大学入学者選抜におけ

る評価手法の研究開発」（2016 〜 2018 年）にも情報入試研究会のメンバが参与した．2022 年度からは，高等学校の「情

報」が必履修の「情報 I」に一本化され，その上に選択科目「情報 II」が置かれることになった．そして，2025 年か

らの大学入学者選抜共通テストには，「情報 I」を対象として教科「情報」が加わることが決まった．

　高等学校に対する学習指導要領も 2030 年には改定されるであろう．その告示は 2026 年，そのための検討作業開

始は 2024 年ごろが想定される．情報入試研究会の諸活動も，このことを念頭において推進していくことになる．

☆ 1	 https://jnsg.jp
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